
つるま読み書きの部屋（教案） 

 担当者 小池成子 

テーマ 日本人のジェスチャー 分類 生活 

実施日時 ① 201８年７月２日 19:00～21:00 ②  201８年７月３日 10:00～12:00 

目標 日本人がよく使うジェスチャーのいくつかを理解する。 

使用教材 配布教材、絵カード、板書用文字カードなど 

その他資料  

【分類】①健康②安全③生活④移動⑤人と付き合う⑥地域参加⑦通信⑧学校⑨働く 
 

時間 流れ 語彙・文法 

19:00 

(10:00) 

19:05 

(10:05) 

 

状況に応じて    名前・国 

 

19:05 

(10:05) 

19:15 

(10:15) 

（話題の提示） 

ジェスチャーという言葉は知っていますか？ 

では、日本に来て、こういうジェスチャーを見たことは

ありませんか？ 

 （手まねきで誰かを呼んで） 

みなさんの国ではこうやって人を呼ぶことがあります

か？ 初めて見た時、どう思いましたか？ 

 

初めて 

 

19:15 

(10:15) 

20:15 

(10:15) 

（学習） 

* 資料を読む前に手指の名称を確認。 

* 資料を読み合わせる。 

* ①〜⑨の紹介文を読みつつ、Ａ〜Ｉのイラストと組み         

 合わせる。（実際にジェスチャーをしてもらう) 

ひとつのジェスチャー毎に、学習者への質問を中心 

に話し合う。 

どんな場面で使うか。あなたの国でも使うか。 

どう感じるか。自分で使うことはあるか。など 

腕 

手のひら 

親指 

人さし指 

中指 

薬指 

小指 

交差する 

20:20 

(10:20) 

20:55 

(10:55) 

（書きタスク）               (適宜・休憩６・７分） 

それぞれへの国でよく使うジェスチャーを紹介する文を

書く。（どんな時にどんな動作をするか） 

（発表） 

口頭で発表。実際のジェスチャーも紹介。 

 

 21:00 

(12:00) 

 （質問・まとめ）  

 


